人の 執念 は 怖し いもので 最後に 碁盤 を 指した とき、 

はげしく ケィ レンして、 その 儘の 姿勢で 息 を ひきとつ 

たので ある。 苦しみ だして 十分 間 ほどの 短時間で あつ 

た。 野辺の 送り も 滞りな く すんだ。 参会の 人々 が 退去 

して 近親 だけ 残って から、 千代の 実父の 安倍 兆久 とそ 

の 長男、 千代の 兄の 天 鬼 は 千代 を よんで、 

「先晚 きいた 話で は、 津 右衛門 殿 は 息 を ひきとる まで 

同じ 方向 を 指さそう とされた そうだが、 ひとつ、 その 

部屋へ 案内して、 その 方向 を 見せても らいたい もの だ」 

「ごらんに な つ て も、 その 方向に は 何も) J ざいません 

よ」 



「コ ラ。 ハツ キリ、 本当の こと を 云え。 本当に こんな 

ゝ I 

力」 

「ほんと に、 そうよ」 

千代の 驚き は 絶大であった。 必死の 一 念と は 云え、 

天 鬼 はまる で津 右衛門の 死 を 見て いたよう に 同じ 死の 

苦悶 を 再現して いるで はない か。 津 右衛門に は 言葉が 

なかった が、 天 鬼に はも どかし さに 狂った ような 言葉 

があった。 そして 張り裂ける ような 狂気の 喚きが、 そ 

れ 自体、 まさに 死なん としつつ ある 人の 叫喚でなくて 

なんだろう。 まさに 天 鬼 その 人の、 もがき、 のた うつ 

断末魔の 姿であった。 



人して 家督 をつ いだら、 東 太に たのんで 見せても らう 

がいい さ」 

「では、 父から 息子へ 語り伝える 必要 はもうな くな つ 

たのです か」 

r ィャ。 それ はま だ ある。 これ だけ は 文字に 記す る わ 

けに はいかな いの だよ」 

と津 右衛門 は 笑った もの だ。 

千代 は 今まで そういう こと を 気に かけなかった ので、 

この 家に 関係 ありと いう 人物が 誰で あるか、 それ を 知 

る ことな どは津 右衛門の 死後 も 忘れて いた。 

しかし、 今、 こうして 実父と 実兄が、 言葉 巧みな 方 



る もので はない。 天 鬼 は 瀕死の 津 右衛門が 必死に 指し 

示した 方向に、 村人の 噂に 高い 金箱の 隠し場所が ある 

と 判断した のに 相違ない。 その 指の 示す 方向の 山林 中 

を、 彼ら は 二日 間 も 歩き 廻って いたで はない か。 しか 

し 彼ら は その 所在地 を 知る ことができなかった。 いつ 

たん 帰宅して 色々 と 検討した あげく、 多分 この 屋敷 内 

のど こ かに 金箱が あるべ き y J と を 推定した のであろう。 

こう 気がつく と、 主婦た る ものの 本能が ム クム クと 

頭 を もたげた。 千代 は 既に 東 太の 母で あり、 千 頭 家の 

主婦であった。 安倍 兆久の 娘で もな く、 天 鬼の 妹で も 

なかった。 千代 は キッと 額 を あげて 父 を マジ マジと 見 



いこと で ござる が、 棋譜 は 書きと めで > J ざ い ませぬ か」 

千代 もこれ に は 参った。 亡父 最後の 勝 局、 この 譜を 

残して おかなかった の は 残念 だが、 あの 唐突の 死に際 

して そんな 余裕の ありうる 害の もので もない。 

「私 も それ を 残念に 思います が、 終盤ち かく チラと 見 

ただけ の 盤面、 しかと 覚えて ぉリ ませぬ」 

「甚 八と 申せば 江戸の 素人 天狗 は 三 目で もめった に 歯 

の 立たぬ 豪の者。 まず 一 一段 はた つ ぶり 打ちましょう。 

い えど 

甚 八に 四 目 置かせて 勝つな どと は 名人と 雖 も 考えら 

れぬ ことで ござる。 棋譜 の 知られぬ は 残念 千万で ござ 

るのう」 



に、 タナグ 山と いう 海抜 四 五 〇 来 ~ ぐらいの 相当な 深 

山が ある。 山の 入口に 小さな 鳥居が あって、 これ を 山 

の 神と いうので あるが、 さて 鳥居 をく ぐって 山の 奥へ 

どこまで 行っても、 どこに も ホコラ が ある わけで はな 

く、 どこが 山の 神の 所在地 だか 誰に も 分らない。 山の 

神と いう もの は、 どこの 山の 神で もそう いう もので、 

まァ 頂上、 むしろ 山 全体が 神体な のか も 知れない。 タ 

ナグ 山に は 登山道す らもない。 頂上へ 行く に は 谷 を 渉 

り 岩 をよ じ 道な きと ころ を 這い まわらねば 行かれない 

が、 どこの 山で も 昔 はたい がいそう いう もの。 登山と 

いう 遊びが 流行して 以来 名山 高山に は 一 ッ のこらず 道 



ヮ レミ を 乞い、 ッッ 力なく タ タリの 解ける 日 を 待った 

めで ある。 東 太が この 地 を 動くならば タ タリのと ける 

こと はなく、 さらに 山 神の 怒りに ふれて 神隠しに あい、 

地底へ 封 じこ まれて しまう ぞ。 それでもよ いか」 

こう 云って 千代 をお どかす。 千代 も 仕方なく、 この 

由 を 天 鬼に 告げる と、 

「アツ ハツ ハ。 なんとか 口実 をつ けて 二十 一周忌の 解 

禁を) J まかされて は 大変 だ。 なんでも 志呂 足の 云う 通 

リ になって おれ。 お前 もま わりの 者が みんな 志呂 足の 

信者で は 心細かろう。 ォレの 知人に 御家人 クズ レの漢 

方 医が いて、 夫婦と もに 世 なれた 人 だから、 この 人 を 



階 を 分け合って、 入 間 夫婦と 東 太 母子の 四 人が 仲よ く 

水入らずで 暮す ことにな つた。 天 鬼 は 時々 訪れて ュッ 

クリ 滞在し、 ここに 離れの 一味と 母屋の 志呂 足の 一味 

は 邸内 を 二分して、 津 右衛門の 二十 一周忌 を 待つ こと 

となった ので ある。 

ところが 二十 一 周忌が 近づいた 時に な つ て 志 呂足は 

タナグ 山 神のお 告げと 称して、 変な こと を 言いだ した _ 

その 一 ッは、 当日 津 右衛門の 霊が 法要の 席に 現れて 

何 か 告げる ことがある そうだから、 彼の 死の 日に 千 頭 

家に 居 合した 者 一 同が 法要に 参集す る こと。 

他の 一 ッは、 東 太 は 当日、 志呂 足の 次女 宇 礼 (十八 



歳) と 結婚す る こと。 結婚の 儀 終って 東 太の タタ リは 

バラ リと 解ける というの であった。 

津 右衛門 の 死んだ 日に 千 頭 家 に 居 合した 者と いえば、 

云う まで もな く甚 八と 千代が 中心人物。 そのほかに は 

玉 乃 を はじめ、 女中の ギン、 ソノ という 二人、 文吉、 

三次と いう 下男、 いずれも まだ 当家に 働いて いるば か 

りで なく、 みんな 志呂 足の 信者であった。 

これ をき いて 天 鬼 は 笑い、 

「おいでな すッ たな。 何 かやる だろうと は 思って いた 

よ。 ィャ、 面白い、 アツ ハツ ハ。 津 右衛門 殿の 霊が 現 

れ るか。 何 を 言わせる ッ モリだろう な。 何 を 言わせる 



「それで、 金箱の 在り か を、 どなた か 突きと めました 

ゝ I 

力」 

「それが 未だに 分らね えだね え。 チヨ ッ クラ 指 を さし 

たぐらい じ や 分らない ねえ」 

「そうでしょう なァ」 

二十 年 前の ことと は 云え、 あの 碁に 負けた 手筋 だけ 

は、 どうして 忘れられ ようか。 石の 下！ 実に 無念の 

見落し。 石の 下！ 

それ だ！ 甚八は ひそかに 思った。 

「そうだと も。 ァァ、 大変な こと だぜ。 津 右衛門が 必 

死に 指した の は、 ほかで もない、 あの 碁盤 だよ。 碁燈 



なって、 とても、 よじ登れ やしない。 森の 中へ ふみこ 

むと、 視界が きか なくなって、 辛うじて 登り つめたと 

ころ はよう やく 中腹。 おまけに 本当の 頂上が どっちに 

あるか ハツ キリし ないし、 うっかり 進む と 下山の 道に 

迷う 危険が ある。 

「さすがに 一 筋緦 じゃァ いかね え や。 そうだろ うな ァ。 

大八車に 何 台と いう 財宝 を 隠す からに は、 いかに 神 田 

や 19 やす 

の甚 八の 眼力と いえ ども、 易々 見破れる もの じ ゃァな 

い。 山て えもの はバ 力に ならね えもの だな ァ。 ァタゴ 

山と はだい ぶ 違わ ァ。 だが ナ。 神 田の 甚八を 見損つ 

ちゃ ァ いけね ぇぜ。 ォレが 十日 もコン をつ めり ゃァ、 



「棟梁に は はじめての 挨拶 だが、 私 は 千代の 兄で 安倍 

天 鬼と いう 者 だ。 こッ ちの 夫婦 は 入間玄 斎と いう 御 家 

人く ずれの 通人 だ。 今度の 招待に は、 棟梁 もめつ ぼう 

面 くらったら しいな」 

「へッ へ」 

「くわしい 事情 は 私が 説明し なくと もみん な 探り だし 

たで あろうが、 ハツ ハ。 ィャ、 あんた が この 村へ きて 

からの こと は、 みんな 知つ とる よ。 よくも まァ 足マメ 

に 一軒の こらず 訊いて 廻った もの じゃァ ないか。 よ ほ 

へ き 

ど 面 くらわな くち ゃァ できない 芸当 だが、 しかし、 癖 

がな くち ゃァ こう 身 1 



は 仏と 碁 をう つて 夜 を ふかし、 四 目の 対局の 時には 翌 

日 未明に なって いたので すよ。 今夜 はこれ から 二十 年 

前 を 再現す るので すが、 碁盤に むかって いるう ちに、 

翌日 未明になる でしよう。 ちょうど 津 右衛門 どのの 死 

んだ 時刻に 霊が 現れる 害に な つ ております」 

「ハ ハァ。 なるほど。 私が 誰と 碁 をう つの かね。 まさ 

か津 右衛門 さんの 幽霊と 碁 を うつわけ じゃァ あるまい 

、、ゝ - 

力」 

「来て みれば 分ります よ。 みなさん 用意して すでに 

集って おられ ますから」 

「そうです かい。 それじゃ ァ支 S して 参る と 致し ま 



れが津 右衛門の 幽霊の 再現 だと 思った せいだ。 しかし、 

天 鬼 は、 ふと 気がついた。 あまりに も 真に迫って いる。 

甚 八の ような 威勢の よい 職人に 志呂 足のへ ナヘ ナの術 

がか かる もので はなかろう。 

「ハ テナ」 

天 鬼 はいぶ かしんで、 そッと 横へ まわり、 ゥ ドンの 

汁が 手に つかない ように 注意して、 甚 八の 襟 をつ かん 

で、 顔 を のぞきこんだ。 

r ォッ！ これ は 幽的ゃ 病気で もない かも 知れん ぞ。 

口から 血 を 吐いて いる ぞ。 ひよ ッ とすると、 毒 をのん 

だの かも 知れね え。 入 間玄斎 先生 を よんで こい！」 



報せ によ つ て 離れから K けつけ た玄 斎は甚 八の 顔 を 

ジッと 見て、 マ ブタの 裏 を かえして みたが、 

「どうやら 毒ら しいね。 まず、 吐かせな くち やい けな 

うめず 

いが、 梅 酸 を ドンブ リか ドビンに 一 パイぐ らい 持って 

きても らいたい ね」 

しかし、 手お くれであった。 梅 酸 をのんで 吐く 力 も 

なく、 甚八は 死んで しまったの である。 

東京から 出張して きた 医師に よって、 甚 八の 毒殺 は 

確定した。 甚 八が 毒 を もられた とすれば 千代が 持参し 

たお 茶の ほかに はない よう だ。 そのお 茶 を いれた の も 

千代で ある。 大きな トビンに 番茶 を いれ、 熱湯 を さし 



ですから、 神の 霊が のりうつ ッて、 時刻が お分りな の 

やら、 私たちの 前に ピッ タリお 坐りで、 一 々指図な さ 

るので した」 

「ときに、 あなた は、 碁が お強い そうです ねえ」 

「イイ H」 

「御 ケン ソン はいけ ません ね。 初段 格 はお うちにな さ 

ると いう こと を 古い 碁 客から 承り ましたよ。 あなた は 

御主人と 甚 八の 四 目の 碁の 終盤 を ごらんに なりました 

ね」 

「終盤 だけ 見て おりました」 

「どんな 碁でした か」 



ます」 

「あなた は、 いま、 何が 一 番 気が かりです か」 

「東 太 の y J とが 気が かりで) J ざ います」 

それから 新 十 郎は東 太の こと を 話題に して、 その 幼 

少 のころ のこと、 今の こと、 いろいろと 何十 分 もき い 

たァ ゲク、 訊問 をう ちきった ので ある。 

それから 新 十 郎は千 頭 家へ 赴いて、 ギンと ソノ をよ 

び 、 千代が 茶 を 入れる 時 の 動作 をよ く 思 い だすよ う に 

命じて、 二人に それ を 実演 させた。 

「別に 変った 様子、 変った 挙動はなかった の だね」 

「変った こと は 一 向に ございま せんよ」 



「その 塩の 壺を 持って きて ごらん」 

女中から 壺を うけとる と、 中 を しらべて いたが、 つ 

まんで 舌への せて みた。 彼 はすぐ 吐き だして、 

「たしかに 塩 だ。 この 塩の 分量が、 近頃 メッ キリ へら 

なかった かね」 

「そんな こと は 気がつきません ね」 

r ャ。 ありがとう」 

新 十郎の 調査 は それで 終りで あつ た。 

「さ ァ、 東京へ 戻リ ましょう」 

彼 は 二人の 連れに 云った。 

「いったん 東京へ 戻って、 二三 日 後に、 また 出直して 



参る ことに 致しましょう。 それまで はだれ が 犯人 だか、 

おあずかりと 致しましょう」 

新 十 郎はー 一人の 連れの 顔 を 意地 わるく 見 くらべ てク 

スリと 笑った。 

* 

その 翌日、 海 舟の 前に ひかえて いるの は 虎之介。 今 

日 は 珍しく 竹の 皮 包み を 持参した 形跡がない。 その 必 

要がなかった ので ある。 川 越へ 再出発に 一 二日 間が あ 

るから、 いつもの ように 慌てる 必要がない の だ。 



同じ だが、 甚 八の 代りに は 花 廼屋が ニヤ リ くと 鼻ヒ 

ゲを ひねって 坐って いる。 廊下に は官服 私服の 警官が 

ジッと 見物して いるので ある。 

さて 階下の 台所で は、 今し も 千代が お茶 を いれる と 

ころ だ。 その 正面に 宇 礼が 坐って、 それ を 見つめて い 

る。 ギンと ソノも その 近いと ころに 座 を しめてい る。 

千代 は ドビンに 茶 を いれて 塩 を 入れ、 熱湯 をつ いで、 

火に かけた。 しばらく フット ゥ させてから、 二 ッの湯 

のみに 茶 をつ いだ。 それ を 持って 階上へ あがる。 

次に 宇 礼の 命令に よって、 ウド ンを つくり はじめる _ 

ゥ ドンが できる。 ギンが ウド ンを もち、 ソノ がお 茶の 



ドビン を 持って 二階へ 去る。 今や 残ったの は 宇 礼 一人 

である。 その 正面に 向いあって いるの は 新 十郎。 そし 

て、 ここに も官服 私服の 警官が それ をと りまい ていた _ 

新 十郎は 女中が 立ち去る と、 宇 礼 をうな がした。 

「さ ァ。 それから、 あなたが 前日した 通りの こと をお 

やりなさい」 

宇 礼 は ハツと 新 十郎を 見つめた。 

「さ ァ。 つづけて、 おやりなさい。 この 前、 あなたが 

した 通りに」 

宇 礼 はゾッ とす くんだ ように 見えた。 新 十郎は 彼女 

の 前へ 三 歩 四 歩 近づいて、 坐った。 
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